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内

容

概  要 

分子内 ipso-置換法によるフラボン骨格の新規構築法を見いだし、前立腺癌治

療薬として期待される新規多置換型フラボン誘導体を STERIMOL パラメーター

等を考慮して合成した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

前立腺癌治療薬として期待される多置換フラボン誘導体を STERIMOL パラメ

ーター等を考慮して分子設計し合成した。その結果,創薬リード化合物となり得る

新規化合物（新規多置換型フラボン誘導体）を見いだした。 

本技術の 

有用性 

新規化合物の特徴は以下の通りである。○レポーターアッセイと細胞増殖抑制作

用の強度は Bicalutamide と同程度。○AR の転写活性を抑制し, DHT 刺激によ

る LNCaP 細胞の増殖を抑制する。○AR への直接の結合作用は弱く, 上記活性

は受容体変異の影響が無い。○他の癌細胞増殖への影響が少ない点から, AR のシ

グナルに作用することで上記活性を発揮している可能性が考えられる。 
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